
心
触
れ
合
う「
家
庭
の
日
」

　

県
は
、
家
族
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
た
温
か

い
心
の
触
れ
合
い
を
促
す
た
め
、
毎
月
第

３
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

家
族
が
触
れ
合
い
を
持
つ
た
め
に
は
、

「
５
つ
の
共
感
活
動
」
が
重
要
で
す
。
次

の
「
５
つ
の
共
感
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

「
家
庭
の
日
」
を
明
る
く
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

「
５
つ
の
共
感
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

「
共
遊
」　
親
子

一
緒
に
自
然
と

親
し
ん
だ
り
、

地
域
行
事
な
ど

に
参
加
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

「
共
食
」　
家
族

一
緒
に
楽
し
く

語
ら
い
な
が
ら

食
事
を
し
ま

し
ょ
う
。

「
共
話
」　
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
な
ど

を
、
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
共
汗
」　
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
に
家
族

そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
。

「
共
働
」　
地
域
の
奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
、親
子
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

「
家
庭
の
日
」を
応
援
！

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
が
全
国
展
開
に

　

県
内
に
居
住
す
る
子
育
て
中
の
家
庭
が
、

県
内
の
施
設
や
店
舗
な
ど
で
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
「
子
育
て
応
援
カ
ー

ド
」。
協
賛
店

で
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
割

引
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、「
子

育
て
応
援
カ
ー

ド
」
の
全
国
共

通
展
開
も
進
ん
で
い
て
、
全
国
の
協
賛
店

で
本
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
割
引
・
優
待
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
、
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
の
提
供

や
授
乳
・
お
む
つ
交
換
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、「
宮

崎
県
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
で
新
規
登
録
し
て
デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
か
、
こ
ど
も
課
の
窓
口
で
紙

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
「
子
育

て
応
援
カ
ー
ド
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
の
日
」啓
発
の
取
り
組
み

　

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、「
家
庭

の
日
」
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理
解
と
意

識
付
け
を
図
る
た
め
に
毎
年
、
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
優
秀
作

品
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県
が
作
成

す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
で
「
家
庭
の
日
」

の
啓
発
の
た
め
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
令
和
２
年
度
最
優
秀
賞
受
賞
】

瀬
戸
山　

璃り

音お
ん　

さ
ん

（
当
時
日
南
市
立
飫
肥
小
学
校
６
年
）

市
内
で
過
ご
す「
家
庭
の
日
」

　

市
で
は
、
家
庭
の
日
を
応
援
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
家
族

で
対
象
の
市
内
文
化
施
設
に
来
館
し
た
際

の
入
場
料
が
無
料
に
な
る
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
施
設
】

都
城
歴
史
資
料
館
、
都
城
島
津
邸
、
山
之

口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
、
高
城

郷
土
資
料
館

※�

詳
し
く
は
各
対
象
施
設
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　市では、親と子の心の触れ合いを促進することで、「地域の子どもは地域で守り　市では、親と子の心の触れ合いを促進することで、「地域の子どもは地域で守り
育てる」という意識の醸成を図るとともに、家族の良さを再認識してもらうため、育てる」という意識の醸成を図るとともに、家族の良さを再認識してもらうため、
家庭や学校、地域と連携して、県が定めた「家庭の日」の普及に取り組んでいます。家庭や学校、地域と連携して、県が定めた「家庭の日」の普及に取り組んでいます。

◎問い合わせ　生涯学習課　☎23−9545◎問い合わせ　生涯学習課　☎23−9545

子育て応援カードイメージ

家族の心の触れ合いを大切に家族の心の触れ合いを大切に
毎月第３日曜日は毎月第３日曜日は

「家庭の日」「家庭の日」
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